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1. はじめに 

 グループブラウジングとは，複数の一般的な

Web ブラウザ同士が互いに通信を行い，グループ

での協調作業や Web ゲーム，エンターテイメン

ト等のプラットフォームを実現するフレームワ

ークである[1]．本稿ではグループブラウジング

を実現するプロトタイプシステムの Chrome 実装

とその応用について述べる． 

 本システムに類似する技術に Co-browsing が

ある．Co-browsing は既存のブラウザの画面共有

技術であり，リモート顧客サービスの一形態で

ある[2][3]．企業の Web ページを訪問した顧客

の Web ブラウザ画面を企業のオペレータも閲覧

できるようになり, フォーム入力の代行やペー

ジ遷移, 内容の解説などのサポートを行う． 

 本システムと Co-browsing アプリケーション

の相違点を表１に示す．本システムでは 2 人以

上のユーザが任意の Web ページ上でリアルタイ

ムな情報共有を行うことが可能である．将来的

に 100 人を超えるグループでの大規模なグルー

プブラウジングを目標としている．本稿では本

システムの Chrome 実装の概要を述べ，応用の可

能性について考察する． 

 Co-browsing 本システム 

主な用途 顧客サポート 
協調作業，ゲーム， 

エンターテイメント 

利用人数 1 対 1 の対応 多人数のグループ 

共有可能

Web ページ 

専用スクリプト

が埋め込まれた

Web ページ 

任意の Web ページ 

表 1 Co-browsing と本システムの相違点 

2. システムの概要と機能 

 本システムの構成を図 1 に示す．以下本稿で

は本システムでグループブラウジングを行うユ

ーザの集まりをグループ，その構成員をメンバ

と呼ぶ．また，グループの作成者であるメンバ

を特にリーダと呼ぶ． 

 

 

図 1 グループブラウジングシステム概要図 

2.1  マウスポインタの機能 

 自分が属するグループのメンバが自分と同じ

Web ページを閲覧している場合，そのメンバのマ

ウスポインタは全て自分のブラウザ上に表示さ

れる．マウスポインタには自由に画像を設定す

ることができ，メンバのアバタとして扱うこと

ができる．このマウスポインタは OS の GUI 上で

使用されているものではなく，本システムが作

り出したマウスポインタであり，Pointer 

Lock[4]で実現している．本システム上でのこの

ようなマウスポインタをポインタアバタと呼ぶ．

ポインタアバタは IMG 要素として Web ページに

埋め込まれており，Web ブラウザのウィンドウ外

に移動できない．メンバは他のメンバのポイン

タアバタに対して「押しのける」「引き寄せ

る」「つかんで動かす」といったインタラクシ

ョンを行うことができる． 

 

図 2 グループブラウジングの動作例 
Group browsing with mouse pointer avatars and its applications 
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2.2  情報伝達及び共有の機能 

 本システムにはグループ内のチャット機能が

あり，チャットメッセージを受信すると送信元

メンバのポインタアバタの上に吹き出しととも

にメッセージが表示される．また投票機能も実

装しており，大人数の合意形成を円滑に行うこ

とができる． 

 閲覧中の Web ページの情報をスムーズに共有

するための相互ページ移動機能を実装している．

これにより URL を気にすることなく他のメンバ

が閲覧中の Web ページにダイレクトに移動する

ことができ，自分が閲覧している Web ページに

他のメンバを呼び寄せることもできる． 

3. システムの実装 

 本システムでは各クライアントが共有すべき

情報をサーバが中継してクライアントに配信す

る方式を採用している．高速な双方向通信のた

めに WebSocket[5]プロトコルを使用している． 

3.1  クライアントの実装 

 クライアントは Google Chrome Extension[6]

で実装した．これはポインタアバタの埋め込み

などの DOM 操作を行う． 

3.2  サーバの実装 

 サーバは情報の中継に加え，クライアントに

グループ管理 UI を提供して，ユーザ及びグルー

プ情報作成，グループ加入処理を行う．ユーザ

情報，グループ情報は MySQL で管理している． 

 
ユーザ情報のカラム グループ情報のカラム 

ユーザ ID グループ ID 

ユーザ名 グループ名 

ポインタアバタ画像 グループ画像 

加入グループ ID グループの説明 

コメント グループタイプ 

 開始 URL 

 現在のメンバ数 

 メンバ上限数 

 活動状態フラグ 

表 2 ユーザ・グループ情報のデータベース構造 

4. システムの応用例 

4.1 複数人でのサイト検索・合意形成 

 グループ旅行の計画を参加者が立案・検討す

るような際，本システムは有用と考えられる．

例えば，全員で訪れる観光スポットを検索する

ことを考える．グループチャットで話し合いを

行いつつ，相互ページ移動機能で Web コンテン

ツを直接伝え，投票機能によって最終的にどの

観光スポットを巡るのかという合意形成を行う

ことができる． 

4.2  Web サイトの利用案内・遠隔教育 

 あるメンバが他のメンバに対してサイト利用

のデモンストレーションに行うことができる．

例えば，講師が自分の受け持つ生徒全員とグル

ープブラウジングを行うことで，検索エンジン

やオンラインショッピングサイトの使い方など

を指導することが可能である．講師は Web サイ

トの何処をどのように操作すべきかを自身のポ

インタアバタを用いて視覚的に提示する一方，

生徒の振る舞いをポインタアバタによって個々

に識別して把握できる． 

4.3  ゲーム・エンターテイメント 

 専用の Web ページを作成し，それを舞台とす

るゲーム等のエンターテイメントにも応用が可

能である．例えば複数のサイト内部へのリンク

を持つ複数のページで 1 つのサイトを作成し，

それを舞台とした鬼ごっこ，かくれんぼ等が考

えられる．ポインタアバタ同士のインタラクシ

ョンを利用した動きのある遊びが可能となる． 

5. まとめと今後の課題 

 マウスポインタをアバタとするグループブラ

ウジングシステムとその応用について述べた．

Chrome 以外での実装，システムのスケーラビリ

ティの評価，大規模なポインタアバタ群の可視

化手法の実現は今後の課題である． 
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